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脾摘後の肝シンチグラムの変化
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　著者らはさきにアルダクトンA錠の前投与を行なっ

たラ・トでは静注した無機水銀の胆汁内排泄率が対照

ラ・トのそれのlo倍以上に促進することを報告した

（Biochem　Pharmac．26：279－28Z　1977，　Kitanietal㌔

この事実はHaddowらの報告ともほぼ一致するが、

Klaassen、　Gargらは、スピロノラクトンの効果を否

定している。この不一致の理由を追求するため、Aldac－

ton　A（Al）、　Spironolactone（Sp）純末、をそれぞれ

水（W）、Ethylene　glyco1（EG）、　Propylene　glycol

（PG）のけんだく液として、1口（oral）、腹腔内注入

（IP）、など投与法を変えてその効果を比較し、また、

水銀投与量も0．2㎎／1009、30μ9／100・9の2種類を比

較検討したo用いたラ・トはSPF、　S・D系雄ラット

250～3509のものを用いスピロノラクトン投．与量は5

ng／100gefC統一し、全て水銀投与1～3時間前に一与え、

水銀の胆汁内2時間排泄率（％of　the　dose）及び腎蓄

率を比較したo

　結果、203H9による胆汁甲への水銀排泄率は、0．2ng

／1009投与の場合Contro11．451　O．12，0ra1（W－AD
13．13t3．08き＊　IP（W二A1）　1（）．49±1．6ま氷　IP（E（｝－A1）

1・2．99±1．61ぷIP（E（÷Sp）1258メ1．39罧といずれも

実験群で著増し、腎蓄積率は各々34．77土4．18　，28．52±

4．00き　17．68f1．50《来13．73±3．67i’＊6．58±2．65米来と、　し（

ずれも低下したが、投与法によb差が生じた。（＊Pく

O．05、糾P＜0．01）、水銀量30μ9／1009の場合、水銀

排泄率は、Control　1．27t　O．59、　IP（P（｝－Sp）4．87±

O．84きIP（EG－Sp）593±O．54＊とやはりSpによる水銀

の排泄促進は有意であったが、水銀量0．2ng／1009に比

してその効果は半減した○腎蓄積率は各々20．63±3．50、

4．81＋L43さ来4．16±O．70＊＊と著明に低下したo結論、

Spの製剤、投与法は胆汁内への水銀排泄率増加効果に

は差を生じないが、腎蓄積防止作用には著差を示し、

その効果はsOral（W－A1）s　IP（WA1）、1P（EG－A1）、

IP（E（÷Sp）の順に高くなる○水銀のchallenge量を

少くすることは、percent　doseでみるかぎり、　Spの

胆汁内水銀排泄効果を低下させる。Klaassenは水銀

量30μ9／IOO9で実験しており著者らとの結果の不一

致の原因の一一つは用いた水銀量によると考えられる。

　脾摘を行なつた肝硬変症患者の経過を肝シンチグラ

ムで観察中、左葉の腫大、特に左葉の左上方への伸展

と腫大により、脾残存あるいは副脾とまぎらわしい所

見を呈するものが多数みとめられた。脾摘直後、左葉

が脾のあつた位置へ移動することは外科医により指摘

されている力人シンチグラム上での観察についての報

告は数少左いと息われる。

　昭和49年5月より52年6月迄で、食道静脈瘤を
伴なつft肝硬変症患者で脾摘を行左い、術前、術後の

肝シンチグラムを行左つたのは11例、37回であつ
た。これらを対象とし、その観察は術後2ケ月から2

年9ケ月であつた。金コロイド又はフテイン酸を用い

シンチスキヤナで前後像を撮影した。肝面積の計測は

シンチグラムをテレピカメラで撮像し、モニター上で

ライトベン指示し、前面像での面積及び左葉対右葉の

面積此の計算を電算機で行なわせ、この値をタイプア

ウトしたo

　脾摘後の肝シンチグラム上の変化として、

　（1）副脾様の左葉腫大像がみとめられたものはユ《｝A1

例であつたo

　（2）肝の面積は、術後全例大きく左つたo

　k3）左葉対右葉の面積比も大きくなるものが多かつち

　　　（8／1ユ例）
　（4）術前にみられた肝内分布の不均等性は、術後も変

化のみられ左いものが多かつた。

　（5）術後2年9ケ月後、肝内に明らか左欠損像のみと

められたものが1例あつた。
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